
 

 

第８学年４組　理科 学習指導案 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　令和８年２月10日（火） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　大　山　　朋　江 
 

１　単 元 名　　電気エネルギー 
　　 

２　単元の目標 

・電気エネルギーに関する事物・現象についての基本的な概念や原理・法則などを理解しているとと

もに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付ける。（知識及び技能） 

・電気エネルギーに関する事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、

得られた結果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究する。（思考力、判断力、表現力等） 

・電気エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科

学的に探究しようとする。（学びに向かう力、人間性等）　 

 

 

３　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

　電気エネルギーに関する事物・

現象を日常生活や社会と関連付け

ながら、電流、電流と磁界を理解

しているとともに、それらの観

察、実験などに関する技能を身に

付けている。 

　電気エネルギーに関する現象につ

いて、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験などを行

い、その結果を分析して解釈し、

電流と電圧、電流の働き、静電

気、電流と磁界の規則性や関係性

を見いだして表現している。 

　　電気エネルギーに関するに

関する事物・現象に進んで関

わり、見通しをもったり振り

返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

４　本時の主張 

　大単元「電流の性質」の導入では、40Wと60Wの電球を100Vの電源につなぎ、子どもが明るさを比較

しながら観察できるようにした。並列回路では60Wの電球が明るくなるため、子どもに大きな驚きが

あった。しかし、直列回路につないだ際、40Wと書かれた電球の方が明るくなるという、多くの子ども

にとって想定外となる事象に出会えるようにすることで、子どもから驚きや疑問を引き出すことがで

きた。これらの関心をもとに、大単元を貫く探究課題を子どもとともに「回路に流れる電流には、ど

のような規則性があるだろうか？」と設定した。 

　小単元1では、第１〜３時で「直列回路と並列回路における電流の規則性」、第４〜６時で「直列回

路と並列回路における電圧の規則性」、第７〜10時で「電流と電圧の関係（オームの法則）」につい

て探究した。大単元「電流の性質」の導入で電球を用いるので、第１時～第６時は、子どもの意識の

流れに沿って２種類の豆電球を用いて探究を進めた。ここでは、小学校で学んだ1個の乾電池のときと

乾電池を２個の直列つなぎいだときの豆電球の明るさや電流の大きさの違いと子どもが関連付けなが

ら捉えられるようにした。第７時では、電気を利用する部分として電熱線や電熱線が使われているド

ライヤ―やストーブなどを紹介した。 

　小単元２では「電気エネルギー」に関する探究を行った。第１時では、電熱線を使えば、湯が沸か

せるのだろうか問いかける。電熱線に電流を流せば、少しは水の温度が上がるだろうが湯にするのは

難しいと考える子どもと、何とかすれば100℃の湯が沸くと考える子どもに分かれた。そこで、電熱線

に電流を流せば水の温度が上がることは前提とし、小単元２の単元を貫く探究の課題「電熱線に電流

を流したとき、どうすれば湯が沸くだろうか？」を設定した。第２時では、まずは、電熱線から発生

する熱の量（水の上昇温度）と経過時間の関係を探究した。湯を沸かすためには、電圧は大きい方が

よいと考える子どもも想定されたので、各グループとも、５V、10V、15Vの３パターンの電圧の大きさ

 



 

 
で実験を行うようにした。第３時では、実験結果をグラフにまとめ、結果を分析し考察した。その

際、どの電圧の大きさで行っても、電熱線から発生する熱の量（水の上昇温度）は電熱線に電流が流

れた時間に比例することを見いだして理解した。また、電圧が大きくなると電熱線から発生する熱の

量（水の上昇温度）が大きくなることも見いだして理解できた。第３時では、さらに自分で課題を設

定し、今気になることの探究を調べたいことが同じ子ども同士で集まり、探究を進める時間とした。

第４時では、電圧と電熱線から発生する熱の量（水の上昇温度）が比例になっているかどうかを確か

める子ども、電圧の大きさを細かく変えながら再実験を行い分析する子ども、電流の大きさと電熱線

から発生する熱の量（水の上昇温度）について考えてみたい子どもがいた。電圧や電流と電熱線から

発生する熱の量（水の上昇温度）は比例しないのではないかといったことにも目を向ける子どももい

た。子どもは実際は分析結果を踏まえ、「あれ、比例関係じゃなさそうだぞ」「どうしてだろうか」

といった驚きや疑問をもちはじめると同時に、小単元の終わりの電力の本質的な理解への足掛かりと

なると考えている。 

　本時である第４時では、製作途中の「手作り電気ケトル」を提示する。長さの異なる２種類の電熱

線を提示し、100V電源で使用することを前提に「どの電熱線を、どのようにつなげば最も効率よく湯

が沸くか」を投げかける。これまで帰納的に見いだしてきた電流・電圧の規則性や実験経験を根拠

に、子どもが演繹的に推論し、仮説立案や検証方法の設定を行うことを期待している。 

 

５　指導と評価の計画（全11時間　本時４時間目／11時間） 

時

間 
ねらい・学習活動 重

点 

記

録 
備考 

１ 

 

 

単元を貫く探究の課題 

電熱線に電流を流したとき、どうすれば湯が沸くだろ

うか？ 

・電圧の大きさが関係するのではないか。 

・電熱線のワット数が関係するのではないか。 

・電流を流す時間が関係するのではないか。 

 

今日の課題　電熱線に電流を流したときに発生する熱

の量は、経過時間とどのような関係があるのだろう

か？ 

 

・電熱線から発生する熱の量は、電熱線に電流が流れた時

間とどのような関係にあるか仮説を立てる。 

・発熱した量を上昇温度で捉えることを理解し、実験の準

備を行う。 

思   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電熱線から発生する熱の量（水の

上昇温度）は、時間とどのような関

係であるか仮説を立てる。 

　　　　　　　　［記述分析］ 

２ 

３ 

・実験を行い、電熱線から発生する熱の量（水の上昇温

度）は、電熱線に電流を流した時間に比例することを見

いだして理解する。 

・また電圧が大きくなると発生する熱の量（水の上昇温

度）は大きくなることを見いだして理解している。 

思  ・実験を行い、結果をグラフに表

し、電熱線から発生する熱の量

（水の上昇温度）は電熱線に電

流が流れた時間に比例することを見

いだしている。 

　　　　　　［グラフ・記述分析］ 

４ ・自分の課題で探究する。 

 

今日の課題の例 

態  ・前時で学んだ配線や測定の仕方、

グラフのかき方、読みとり方を生か

して、結論付けようとしている 

［行動観察・記述分析］ 

 



 

 

・電熱線から発生する熱の量（水の上昇温度）は、電

圧の大きさとどのような関係があるのだろうか？ 

・40℃の湯から実験を始めたときも、電熱線から発生

する熱の量（水の上昇温度）は時間に比例するのだろ

うか？ 

・電流が大きくなると、発生する熱の量はどうなるの

だろうか？　など 

 

・第２時に行った実験データを用いて分析する。 

・検証するための実験を個々にまたは同じことを確かめた

い子ども同士のグループごとに実験を行い分析する。 

５ 

本

時 

 

今日の課題　手作り電気ケトルを使って湯を効率よく

沸かすためには、どの電熱線をつかってどのような回

路にすればよいだろうか？ 

 

・手作り電気ケトルの中の湯を効率よく沸かすためには、

どの電熱線をつかってどのような回路にすればよいか仮

説を立て、実験の方針を立てる。 

態 ○ ・手作り電気ケトルの中の水を速く

沸かすためには、どの電熱線をつ

かってどのような回路にすればよい

か仮説を立て、実験の方針を立てよ

うとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

 

６

７ 

　・実験用電熱線を用いて、前時に立てた検証計画に従い 

　実験を行い、結果を整理する。​

・それぞれの仮説について実験した人のデータを比較し、

　短い電熱線の並列回路のときに同じ時間に発熱する量が

　大きいことを見いだして理解する。 

・手作り電気ケトルに用いようとした10㎝（1500Ｗ）の　

電熱線でビーカーの水を温める実験動画（電熱線が短　

いと火花を出して導線が切れる動画）と25㎝（600Ｗ）　

の電熱線でビーカーの水を温める実験動画（電熱線が　

短いと火花を出して導線が切れる動画）を見て、電熱　

線が短い方が電流が多く流れることを実感するととも　

に理解する。同時に購入した電熱線を専門家の指導な　

く加工するこは危険であることも理解する。 

 

思 ◯ ・実験用電熱線を用いて、前時に立

てた検証計画に従い実験を行い、結

果を表やグラフに整理している。 

・他の仮説を検証するための実験

データと比較し、短い電熱線の並列

回路のときに同じ時間に発熱する量

が大きいことを見いだして理解して

いる。　　　　　　　　［実験書］ 

８ 

９ 

10 

 

今日の課題　電熱線から発生する熱の量は、結局何に

関係するのだろうか？ 

 

・見出した電熱線から発生する熱の量（水の上昇温度）が

大きくなる条件をまとめる。 

　①電流を流す時間と比例 

　②電圧を大きくする（比例ではなさそう） 

　③電流を大きくする（比例ではなさそう） 

・電熱線に電流を流したときに発生する熱の量を熱量とい

うことを理解し、探究してきたことを基に 

　熱量（J）＝電圧（V）×電流（A）×時間（ｓ） 

思   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

　の関係が成り立つことを理解する。 

・1秒あたりに使われる電気エネルギーの大きさを表す値

を電力（消費電力）ということを理解する。 

・電圧（V）×電流（A）＝電力（Ｗ）で表せることを知

り、電熱線から発生する熱の量（水の上昇温度）と電力

の関係について仮説を立てる。　 

・異なる電熱線に同じ電圧を５分間加えて、電流を流した

ときの水の温度変化を記録し、電熱線の電力と水の温度

上昇を比較し、比例関係にあることを見いだして理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 
・熱量と電力がどのような関係があ

るか仮説を立て、異なる電熱線に同

じ電圧を5分間加えたときの温度変

化を記録し、電熱線の電力と水の温

度上昇を比較している。 

・電熱線の電力と水の温度上昇は比

例関係にあることを見いだして理解

する。 

［グラフ・記述分析］ 

11 ・電力１Wの電熱線に1秒間に生じる熱量が１J。一定時間

電流が流れたときに消費される電気エネルギーの総量を

電力量ということを理解する。また次の式で表させれる

ことを理解する。 

　電力量（J）＝電力（W）×時間（s） 

・電力量と水が得た熱量が等しくなるはずだが、実際の測

定では水が得た熱量の方が下回ることが分かるグラフを見

て、どうしてそのようなことが起こるのか、その差を小さ

くするためにはどのような工夫が考えられるのかを考えて

理解する。 

 

知 

 

 ・電力、熱量、電力量が式で表すこ

とができることを理解している。 

［記述分析］ 

 

 

 



 

 
６　本時の学習 

(1) 目標 

　　手作り電気ケトルを使って湯を効率よく沸かすためには、どの電熱線をつかってどのような回路

にすればよいか仮説を立て、その仮説を検証するための実験の条件を試行錯誤しながら考えようとす

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学びに向かう力、人間性等） 

(2) 展開　　　　　　　　　　 

 

主な学習場面と子どもの取組 教師の支援と評価 

１．前時をふりかえる。 

・電熱線に電流を流したとき 

　…発生する熱の量（上昇温度）は、経過時間

に比例する。 

　…発生する熱の量（上昇温度）は、電圧が大

きいほど大きい。ただし、比例関係ではなさそ

うだった。 

　…発生する熱の量（上昇温度）は、電流が大

きいほど大きい比例関係かどうかはわからな

い。 

 

 

２．手作り電気ケトルを見て説明を聞く。 

・電熱線の長さは長い方がいいのかな。 

・効率よく湯を沸かすにはどうしたらよいか

な。 

 

３．今日の課題を設定する。 

 

今日の課題　手作り電気ケトルを使って湯を

効率よく沸かすためには、どの電熱線をつ

かってどのような回路にすればよいだろう

か？ 

 

４．仮説を立てる。 

・長い電熱線の方が発生する熱の量が大きい。 

・短い電熱線の方が発生する熱の量が大きい。 

・電熱線1個のときより、直列回路の方が発生す

る熱の量が大きい。 

・電熱線1個のときより、並列回路の方が発生す

る熱の量が大きい。 

 

５．同じ仮説をもった友達とグループをつく

り、仮説を検証するための設定条件を考える。 

・どの条件とどの条件の実験を行えばよいか

な。 

・電圧と時間を一定にし、電熱線１個のときと

直列回路のときの水の上昇温度を比較しよう。 

・電圧と時間を一定にし、電熱線１個のときと

並列回路のときの水の上昇温度を比較しよう。 

・前時のふりかえりを紹介し、電熱線から発生

する熱量への関心を継続させることで、本時の

課題を捉えやすくする。 

・前時までで分かったことを子どもに問いなが

ら、子どもがこれまでに見いだしたことと本時

の学習に関連付けて考えられるようにする。 

 

・製作途中の手作り電気ケトルと5cm、10㎝の電

熱線を提示しながら、より効率的に湯を沸かす

条件を考えることができるようにし、今日の課

題の設定へとつなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電熱線の長さとつなぎ方に焦点を当てること

で、子どもが両方の変数から最適な条件はどの

ような条件のときかを考えることができるよう

にする。 

 

 

 

 

・まずは長さについての考えが同じ子ども同

士、その後さらにつなぎ方についての考えが同

じ子どもでグループを構成し、仮説を検証する

ための具体的な実験条件を子どもが協働的に設

定できるようにする。 

・前時の実験を想起させ、「今回はどのように

比較すればよいか」と問いかけることで、電圧

と電流を流す時間を一定に揃える必要性、また

 



 

 

・電圧と時間を一定にし、短い電熱線１個と長

い電熱線１個のときの水の上昇温度を比較しよ

う。 

 

６．各グループの進捗状況を伝え合う。　 

 

７．本時の学習を振り返る。 

・電熱線の長さは長い方がよいと思った。つな

ぎ方については、電熱線一つの方がよいのか、

直列回路がよいのか、並列回路がよいのか迷っ

た。前の実験書を見て、並列回路だったら同じ

電圧が加わることを思い出したので、長い電熱

線を使って並列回路がよいと考えた。今日は、

長い電熱線直列回路と並列回路でデータをと 

　ればよいと考えていたが、短いよりも長い方

がよいことを検証するために、長い電熱線1個

のときと短い電熱線1個の時も比較するように

したい。 

自分の仮説を検証するために、何パターンの実

験を行えば仮説が検証できそうかを考えること

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 評価 

主体的に学習に取り組む態度 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

　自分の仮説や仮説を検証するた

めの実験について、①「授業の

中で考えがどのように変容して

いったか」と②「考えが変容し

ていったきっかけ(友達との対

話・物との対話)は何か」、③

「次回は具体的にどのように進

めていきたいのか」の３点のう

ち２点について記述している。 

　自分の仮説や仮説を検証するた

めの実験方法について、①「授

業の中で考えがどのように変容

していったか」と②「考えが変

容していったきっかけ(友達との

対話・物との対話)は何か」、③

「次回は具体的にどのように進

めていきたいのか」の３点のう

ち１点について記述している。 

(十分満足できる状況にするため 

の手立て) 

　ふりかえりの３つの視点を示

し、今どれについて考えを書い

たのかと声をかける。 

・初めはどのような考えだっ

たのか、今はどう考えてい

るのか、どうして今の考え

にいたったのかを問う。 

・本時ではどのような仮説、

実験の条件を立てたのか、

どんなことに注目しながら

次回は取り組みたいのかを

問う。 

　 

ふりかえり記述の例 

 

　・初めの仮説では、①電熱線は短い方が発生する熱の量が大きいと思っていたが、②Ａさんの電流

の強さの話を聞いて、電熱線は短い方が抵抗が小さいに違いないので、より多くの電流が流れると考

えると、①一定の時間に電熱線が発生する熱の量は、短い電熱線の方が大きいのではないかと考え

た。③明日は、まず電熱線一つの時の実験を行うことから始め、データだけは取ってしまし、次の時

間にはグラフをかいていきたい。 

 

　・①何パターンの実験を行えばよいか、初めは考えがまとまらなかったが、②グループで話すうち

に、長い電熱線と短い電熱線それぞれの直列回路と並列回路の4パターンの実験が必要だという考え

になった。③明日は、一つ一つていねいに、また4パターンもあるので効率よくデータをとっていき

たい。 

 

 


